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摂取時の血圧と血糖値への効果
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要　　旨

【目的・方法】新形質米（巨大胚芽米・発芽玄米）配合パックライス摂取時の血糖変動・運動

負荷時血圧変化を検討した，コシヒカリ100％パックライス（市販品白米，200g／パック：A食），

及びコシヒカリ50％十発芽玄米（越車⑧）50％に配分調製した200g／パックのパックライス
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（200g／パックlB食）をそれぞれ試験食として使用した．年齢27～47歳（平均37±1．3歳）

の健常者ボランテア24名（女性14名，男性10名）で食し，血糖・インスリン値測定を0

（前）・30・60・90分後に測定した．摂取後に6分間エルゴメーター多段階運動負荷にて血

圧・心拍数を測定した．

【結果】両群で有害事象は見られなかった．B食（発芽玄米・越車＠配分）ではγ一アミノ酪酸

（GABA）・フェルラ酸などの含有量が多かった．両食摂取前後で，被験者の体重・体脂肪・

BMI・血液検査・運動負荷中の血圧と心拍数に変化は見られなかった．収縮期血圧は負荷終了

5分後と6分後，拡張期血圧は負荷終了8分後と9分後に，B食摂取群がA食摂取群に比べて

有意に低下した．血糖上昇曲線下面積（IAUC）はA食に比してB食（1，601，1，448　mg・min／d1）

で低値を示した．

　【結論】発芽玄米の短期投与効果を24名で検討した．発芽玄米はGABA・フェルラ酸などの

含有量が多く，摂取群では運動負荷後収縮期血圧と食後血糖の低値が見られた．新形質米（巨

大胚芽米・発芽玄米）は，高血圧・糖尿病の予防や予備軍のリスク軽減に有用であることが示

唆された．

キーワード　巨大胚芽米・発芽玄米，γ一アミノ酪酸（GABA），フェルラ酸，高血圧症，糖尿病，

　　　　　機能性食品，血糖値

Abstract

We　inves廿gated也e　e丘ects　of　special　pre－geminated　bro㎜□ce，　Koshi創ruma⑧，　co梱ning

γ一a㎡nobuty㎡c　acid〈G謝3A）and　ferulic　acid　on　blood　pressure，　postprξmdial　blood　glucose

and　insuhn　concen廿a廿ons，　md　s㎡eW　in　volunteer乱Twe哨一four　sublects叩舳no㎜al　blood

pressure　and　nomlal　blood　glucose　levels（female／male＝14／10，27～47　years　old　and　mean　is

37±1．3years　old）were　employed．　All　subjects　took　200　g　of　packed　White　rice，　with（Rice－B）

or　without（Rice－A）the　50％special　pre－gemlinated　brown　rice　three宜mes　for　each　day．　The

concentrations　of　GABA　and　ferulic　acid　are　16　mg　and　22　mg　in　Rice－B，　and　O　mg　and　5．2　mg　in

Rice－AL　AIthough　blood　pressure　during　exercise　tolerance　did　not　change　l）etween　the　two

groups　took　Rice－Aor　Rice－B，　systolic　blood　pressure　after　exercise　was　lower　in　subjects　took

Rice－8．　Blood　glucose　levels　and　the　Incremental　Area　Under　the　Curve〈IAUC）were　lower，

and　msu㎞1evel　was　higher　after　taking　Rice－Bthan　Rice－A．　There　were　no　ab皿ormal　changes

in　blood　and　urine　tests，　and　no　adverse　reactions　or　symptoms　were　observed　in　all　subjects

These　results　demonstrate　that　this　special　pre－germinated　brown　rice　may　be　elfective　in　sub－

jects　with　mild　hypertension　and　diabetes　mellit識

Keyword：pre－gem血lated　brown　rice，　GABA　feruUc　acid，　hypertension，　diabetes　mellitus，　nutri－

　　　　60nal　food，　blood　glucose

はじめに

　日本だけでなく世界で糖尿病や高血圧症は増加

している．医療費の問題だけでなく，より良い生

活のために，機能性食品の発見・発明は重要であ

る．

　日本の主食である米は最重要農産物であり，そ

の利用拡大は単に自給率の向上のみならず，日本

型食生活の維持・推進による国民の健康維持・増

進にも役立つ．その意味で，農水省が進める新規

需要米制度の活用を図ると共に，新潟県のR10プ

ロジェクトの推進に積極的に協力することは非常
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に重要である1），新潟県のR10プロジェクトは平

成群年にUの企業・団体の連携・協力の下にス

タートし，平成25年には75社まで増加した2）．

そのような視点に基づき，噺規米加工食品の開

発および冷凍流通技術の開発」が始まった．新潟

県農業総合研究漸作物研究センターで育成された

新鼎質米の一つである巨大胚芽米の発芽玄米｛越

車聾を配合したパックライスを試験食として作

製し，それを被検書に摂取していただき漁糖・イ

ンスリン値変動ならびに運動負荷における血圧変

化等で，当該試験食の生活習慣病予防効渠につい

て評緬を行った．

　投与された方，

④糖尿病リスタの有る者や糖尿病の方，（空腹時

　血糖がUOmg／dL以上，ヘモグロビン｛Hb）

　Alcが5、5％以上）

⑤心血管系（高血庄症・脳卒中・狭心症など）の

　治療を行っている方．心電図異常がある方．

⑥その他，試験責任医師が被験者として不適格と

　判断した方．

　本献験は，新潟バイオリサーチパーク（株）内

に組織された倫理審査委麟会により試験の論理性

及び試験方法の妥当性等の審盧，承認を得ており，

「ヘルシンキ宣言」の精神に則って実施された

（試験番辱　新大NICOプロー1202）．

対象と方法

1．対象・被験者

　試験を希望し試験に対する説明を充分に行った

後，書面による同意を得られたボランティア27

名を試験対象者とした．また，本試験の実施にあ

たり次の除外基準を設け最終的に24名の被験者

が試験に参加した俵1）．

①重篤な肝障害，腎障害，心麺1管系疾憩で本試験

　に不適当と考えられる既往を有する方．

②胃切除腸管切除及び本試験に不適当と考えら

　れる消化器系疾患の既往を有する方．

③試験食品摂取閑始4ヶ月以前に，他の澱験薬を

2．試験食

　試験食は，新潟県農業総督研究所作物研究セン

ターより提供された，新形質米・越車⑯を新潟大

学大坪研究室にて発芽させた後，佐藤食品工業

〔株）にて，コシヒカリ50％と発芽玄米（越車⑱）

5◎％の配分にして調製した200g／パック（B食），

および同社にて調製された遍常のコシヒカリ

1◎0％2◎⑪g／パック（市販品lA食）のパックラ

イス（PR）をそれぞれ試験食として使用した

（図1）．一般成分の分析，および，γ一アミノ酪酸

（GABA）などの特殊成分の分析については（社）

紗本食品分析センターに依頼した．

表1　リクルート検査項目

理掌的検査 身長、体重、体脂肪、翫dy　M蹴In趣x（蕗瞭）、血圧、脈拍、

S電図検査

一問診

有り

蓮液検査

i原則として空腹時測定）

赤血球数、ヘモグロビン、ASΨ（GOT）、AI」T（GPT）、

ﾁ一GTP、　r｛DL－C、　LDL－C、　TG、血糖、　HもAlc

　　　　　　　　　　一
ｻの他

一既往歴等の闇診シートによる闘き取り調査

一
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図仁A　コシヒカリのパツクライヌ

　　　　2009／1バツク

図卜B　発芽玄米・越華⑰入⑳のノ㍉クライ煤

　　　　　　2⑪09／1パツク

表2　試験翼施内耀

検査前巳 検査鷺初日 2日
E 由 自由 朽 磨由 自 査所

夕 昼 夕
食　事

賠酷蝋㈱｝ コ漉網（鰍） コ焼き纒熊撒 趨雛（醗） 越離（湘） 越箪（餓｝

魎　　濃 一 一 ○ 一 一 ●

血酬定 工 一 ○ ㎜ ㎜ ●

。血圧 一 一 巻 一 一 ●
一 一一

3．試験デザイン

　A食とB食2種類のPRを3食分つつ被験者に
渡し，前日の昼食・夕食・翌朝食時にコシヒカリ

PR（A食）を摂取していただいた．その後越車⑰

入りのPR（B食）を同様に3食摂取していただ

き各項目を評麟する方法を行った，測定項鷺とス

ケジゴづレは表呈・3，図2に示した通りである．

　運動負荷はエルゴメーターを使い1分単位で負

荷薗・負荷中§分間・負荷終了10分後まで血

圧・脈拍の測定を行った．

　【食後簸糖・インスリン測定1

　被験者は，試験開始Bの蘭日よリコシヒカリ

PR（A食〉を登食・夕食を自宅等で，翌朝食は検

査所で摂取を行った、検査所では，A食の食繭ω

分）と3⑪・60・90分後に織糖・インスリン値

検査を行った．検査日の昼食より翌朝食は試験食

越車PR（B食）を食し，瓶糖・インスリン値測

定を同様にO・30・杜0・9⑪分に測定した．試

験日朝は水分以外の摂取を禁じ，試験食の摂取は

少量の塩（1g／1食）及び水ほ0◎m1／1食）とと

もに供試した，咀瞬圃数は1口につき15翻とし

て，15分問をかけて摂取することとした．

4．検査・観察項目

　辮4のごとく，理学検査・血液生化学・被験者

アンケートを施行した．

5．統計

　田t糖・インスリン纏の上昇曲線下癒積　（The

Increme斑al　Area　Und雛the　Cur∨e：IAUC）は

Wolever等の方法を用いて算出した3）、全ての結

果は平均±標準誤差（S動で表し，統計ソフト

（St就Soft瓢c。　USA）を用い，　Bo㎡桂斑磁法にて多

重比較及び対応のあるt検定にて比較した．p＜

ぴ⑪5を有意差肇ぎりとした．
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　　　　　表3運動負荷前・負荷中・負荷後の廠圧測定

運動良荷はエルゴメーターを使い1分皐位で負荷髄・魚荷申6党間・

負荷終了憩分後まで血圧・駈拍の測定を行った、

蹟醗蹄騰 開始前 1分後 2分後 3分後 4分後 5分後 6分後
1

雄・脈拍 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

棲

負欝後 1分後 2分後 3分後 4分後 5分後 6分後 7分後 8分後 9分後 10分後

血圧・脈拍 O O ○ ○ O O O ○ O

離日＿＿一＿』今1日目 2日目　終了

撮麟
彗鋤り
搬撤寂

【夕食】

コシ討蓼

PR擁敷

①心電圏検査 1墨食］

越　車

PR摂取

擾食】

越　車

PR摂取

③遠醸測定

血糖（食前）

④獺食］
諏ヒ抑PR摂取

①心電図検査

固雌糖鰺o．60舶労）

③血液瀕綻

血糖（食前）

④醐剖
越棄PR摂取

⑤撫繕（働．総瀞｛］分）

図2　試験スケジュールと測定項目

表墓　幽液検査・アンケー一トなど

　　　　　　　　　一搖w検査 体重、体脂肪、醐1、撫圧（負荷試験）、脈拍、心電図

漢薗による闘診 有り

血液学 　　　　　　　　　　　　一柱結?柏ﾔ血球数、ヘモグロビン、ヘマトタrツト、血液像血液穣査

i懸鋼として

�?梠ｪ定〉

生化学 AST　（（｝⑪T）、　ALT　（［｝PT）、　ALP、　γ一GTP、　L蓬）H、　TP、　T－CHO、　正｛DL－C、

kDL－C、　TG、　BI辮、　CRE、　CPK

一漁糖関

W
　　　　　　　　　　　　　　　　一@　　　　　一訣f値⑩。30．6◎，90分）、インスリン（⑪、30．60．90分）

被験者アンケート 被験食品アンケート

結 果

A．試験食分析結果

　試験食の分析継果は妻5に示す通りである．水

分を除くすべての分析項冒で，B食（越車入り

PR）はA食（コシヒカリPR）よりも各成分の含

有鳥（PR1⑪Og当たり）が多く，特に（発芽）玄

米特有の機能性成分ともいえるGABA・フェル
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ラ酸などの含有量には大きな差異が認められた．

GABAは8食中には8mg／10⑪g含まれるのに対

し，A食中には検出されなかった．また，総フェ

ルラ酸および遊離型フェルラ酸がB食申にはそ

れぞれ11mg／10⑪gおよび⑪．6m新1⑪Og程度含

まれているが，A食申には総フェルラ酸が2．6

m訂100g程度含まれているに過ぎず遊離フェル

ラ酸は検出されなかった．

碁．臨床試験緩巣

ぱ）被験者

　被験者は女性鐘名・勢性10名の計24名で，

年齢27～47歳（平均37±1．3歳）であった．

（2）体重・体鴉肪・BMい血液検査

　試験1臼自（コシヒカリPR：A食摂取後）と

試験2日縫（越車入りPR：8食摂取後〉とで，

被験者の体重・体脂肪・BMI・血液検査に変化

は見られなかった（表6）．

（3）遜勤負荷前・中・後の血斑・脈抽（図3）

　A・B両食（コシヒカリPR・越車入りPR）

摂取後に6分翼多段階運動負荷では，両群ともに

揃1圧・心拍数の増楓が見られた，また，負荷後の

趨慌・心粕数は爾群で時間依存性に抵下した．B

食（越車入りPR）摂取群が，　A食（コシヒカリPR）

摂取群に比べると血圧は低い傾詞を示した．収縮

期血圧は，負荷終了5分後（11分目）と6分後

（12分自）ではB食摂取群がA食摂取群に比べ

て有意に低下した．拡張期廠圧は，負衛終了＄分

後（14分目）と9分後は5分罵）ではB食摂取

群がA食摂取群に比べて有意に低下した．脈拍は

両食で差が見られなかった．

（4）腐糖・インスリン臆及び上昇曲線下面積

（The　Inc樫m磯tal　Area　Under　the　Curve：LAUC）

　A食（コシヒカリPRき及びB食（越車入りPR）

摂取群の撫糖直は共に寮摂取繭（858±1．1，織4±

1譲㎎畑に比較して摂取3醗1愛（融辻賠，
116．1±2．7mg／d1）では高値を示したが，いずれ

も両群間に有意差は認められなかった．また，両

群の血糖植は共に摂取60分後には，摂取30分後

に比較して低纏を示したが，摂取60分後（1049±

69，96．8±在3mg／dL　P＜0．05）および90分後

（97．2±4。9，87．7±42mg／d1．　P＜0。05）ではB

鐙摂取群のほうが有意に低い纏を示した（図わ

A）．さらに，i摂食前の魔糖値を基準（ゼロ）とした

各測定時点における摂取90分後の薗糖値変化量

はB食摂取群で低い傾淘が見られた（図4－8）．

雌値の聡UCはA食／1捌㎎囎語醐に比し
てB食（1，448mg・min／dl）で低値を示した．

蓑5A・B食の分析結果

分析項掴 B食（越車入りPR） 一　A食（コ沈溺PR） 一　　　定量下限

水分 60．6菖／1⑪◎9 64．19／1009 一

たんぱく質 2、69櫛輪 1．9訊⑪◎9 　

脂質 1．19／10◎9 0．49／1009 一

灰分 0．3霧／1◎◎9 o．19／1◎握未満 ～

糖質 34，lg畑09 33．69／叢o⑪9
　

食物繊維 1．＄9／1⑪◎9 0，59／口◎9来満 　

ヱ杣ギー 159kca蟻0◎9 146kca董／1009 　

直接選元糖 o．1短／1◎◎9 検出せず 　　　一Z。0鎗／ユ009

全糖 36．3慧／1蝿 34．89／1◎09 一

γ一アミ麟酸（融BA） 8mg／10◎9 検出せず 帷畑09
総フェ晶ラ酸 11mg／1⑪◎9 2．6mg／10◎9 ｝

遊離五醇酸 0．6蹴9／膓OOg 検爆せず 0、5獺9／1◎09

（日本食晶分析センターにて分析）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　表6　血液・生化学検査結果

A食（ヨシヒ蛎PR） B食〔越羅入り 醸）

横董蓑目 正繋鱗

平均 土 ＄E 雫均 畿 SE

渠騰 総5部 ± 鴇o （※ 聾ルート検登嚇朧鋤

体叢 鞠．斑 畿 陛o 藝慧．穎 ± 驚鱒

徽騨陣 悲頴 ± 1濃6 2578 太 う．鵠

日M蓬 轍5細討灘 2t5口 ± o。部 2w鵯 ± 鯵．灘

灘血球数 3薗づ朝惹〆鮭 祀40 ± B且 4綴．■ ± 丁灘

ヘモグロビン 妻鑛づ髄9〆畿 雀痘43 ± 杜23 埴53 土 口譲2

ヘマトカリット 舗泊←駿o％ 43．酷 ± ぴ鍵 43．特 ± 甑56

白血隷数 鐙oo～斑⑬o〆μL 駆別戊 畿 3鱒5 5討鯉 ± 3饅3

欝中球 畦瓢6～7随繋 54灘0 ± 是oo 頴、10 ± w祀

リンパ球 2駄B細語灘％ 鵠．部 ± 諒8 鱒灘 ± 1u4

灘隷 賠～7。7鷲 舗1 畿 導．霞3 舗2 ± 弦蹄

好酸球 ぴOwT唯騒 翫oo ± 息部 蒙u口 ± 敷鱒

好蟻蕪球 白刀ぷ随％ ⑪、茄 畿 顯灘 儲o 畿 己総

A訂（雛丁） 灘u〆し以下 斑。4 ± 1．⑪ 扉」 ± ぱ8

Aび燈再） 甜uw題下 欝戊 ± 息9 龍3 ± o灘

AL←灘 1曲w3麹WL 措纐 ± 7．9 掴口4 ± 了譲

γGTP 灘uw以下 題5 ± 念騒 欝顧 ± 3鵡

L巳精 部～254∪／し 槌籾 ± 4P 1鱗灘 ± 唯題

総螢麹 願細灘眞〆鳶 了．閲 ± ⑪。雛 ？灘 士 泊澄B

総コレステロー
措o鱒2欝mg／乱 ⑳6＄ ± 6口 2雛ぺ 汰 65

ル

Lロレロ 叢措mgズ畿鐵下 貌5惑 ± 5．4 認品 ± 52

諏L〆綴x 総鐵下 23 ± o遼 u ± 柱是

中盤灘雛 涯輪㈱減謝L 1㈱5 ± 1呈3 口頴 土 u泊

羅繋雛講 v～泣m暮Vdし 書6 ± 息4 1賠 畿 口5

㌘むア子ニン 鱒借9〆違以下 o。部 ± o草泊 甑曲 ± 江顕

己PK 灘〔閤口u〆L ］3頴 ± 灘己 ］紺u ± 鱒灘

2◎5
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　一方，インスリン億は実測値・変化量共に，摂

取前・60分後・髄分後のいずれの時点においても

両群間で有意差が認められなかったが，摂取30分後

はB食摂取群がいずれも有意に高値（P＜0．05）

を革した（図4－C，D）．インスリン値のIAUCは

A食（1ぷ8⑪m菖・瓢11／磁）に比してB食（2，181

mg・min／dl／で高値を示した．

（5）医繍による閲診結果

　試鰍食摂取期闘中に，試験食樵取に起顯すると

思われる有霧は確認されなかった．

〈6）アンケート結果

　被験者誕名へ2日購の検査日の蕗食（越車入

りP脚摂取後に試験食についてのアンケートを

実施した．なお，珂収率は憩O％であった．

6－1．見た掃の感じについて．とても藁昧しそう

⑪％，蘂昧し竜う部％，普通48％，まずそう

26％，とてもまずそう0％であった、

6－2。臭いについて．全く気にならない34％，

気にならない33％，誓通4％，少し気になる

25％，非常に気になる25％であった．

6－3。量について．少ない◎％，やや少ない0％，

甚通83％，やや多い打％，多い⑪％であった．

6－4．食べやすさについて．非常に食べやすい

0％，食べやすい賠％，普通26％，食べにくい

52％，非常に食ぺにくい⑪％であった．

6－5．硬さについて，非常にやわらかい⑪％，や

わらかい0％，普通巽％，硬い83％，非常に硬

い0％であった．

6－6．美昧しさについて，諜常においしい膨％，

おいしい2⊥％，醤通馳％，おいしくない25％，

非常においしくないO％であった．

6－7．もう一一度又は今後も食べたいと思います



208 薪潟隆学会雑誌第穎9巻第4腎竿戚27年（2015）4自

か．思う甑％，少し思う鱒％，普通21％，思わ

ない甜％，驚く思わない0％であった．

6講、B食の越車と白米の罰合について，越車が

多すぎるロ％，越車が少し多い描％，普通鱒％，

庄米が少し多い雀％，白米が多い⑪％であった．

忙9．B食〔越康PR）の改良点について．男性

からは，噛みしめた時にもっと甘みが欲しい・玄

米の量をもっと増やしてもよい・雑穀米風でもよ

いと思う・このままで良いと思う・健康食品は食

べにくい方が気持ち的に効きそうなのでこのまま

でよい・少しかたく思った，などの意見が寄せら

れた．女牲からは，玄米の量はこのままで商品化

してほしい・少しかたかったので食べ易いかたさ

だったら良いと思う・少し皇いが気になりました

が玄米1⑪0％よりは食べやすかった・レンジで温

める時は繍熱蒔闘を長めに設定する方が食べやす

いと思う・芯ぼくて食べにくか当た・もう少しも

っちむ感があったら食べやすくて鍵かった・もう

少しやわらかい方がいいと思う・食べているうち

に癖になる感じがした・玄米摺食・越車PR）

の舗合がもう少し少ないと食べやすいと思った・

噛みこたえがあったのでもう少し量を少なめにし

てもよいと思う・私はこの妹が軽きだ・おいしく

蓑いた・なんとなく食べづらく感じた・食べる事

によるメリットが大きければ食べたいと思う，な

どの意見が寄せられた．

考 察

　発芽玄米や玄米は精自米に無い糠層や胚芽を有

し，食物繊維・ビタミン・ミネラルGABA等のい

わゆる機能牲成分を豊富に含む、今回使螺した試

験食の分析結果からも，新形質米発芽玄米・越車⑧

入りPR摺食）とゴシヒカリPR（A食）の含有

成分の差異は明確である，表5に示すように水分

を除くすべての分析項翻で，越単入りPRはコシ

ヒカリPRよりも各成分の禽有量（P瓢OOg当た

り）が多く，特に（発芽）玄米特有の機能牲競分

ともいえるGABA・フェルラ酸などの含有量に

は大きな差異が認められた．特にGABAは越車入

りPR中には8mgぱOOg含まれるのに対し，コシ

ヒカリPR中には検幽されなかった．また，総フ

ェルラ酸および遊離型フェルラ酸が越車入りPR

中にはそれぞれ鷲顯gパ00暮およびα6mg且00g

程度含まれているが，コシヒカリPR中には総フ

ェルラ酸が2。6mg〆100g程度含まれているに過ぎ

ず遊離フェルラ酸は検出されなかった，なお，今

掴使用したPRは1パックが甜09であるため，被

験者は越車入りPR摂取の各食事でGABAを
16mg・総フェルラ酸を22mg・遊離型フェルラ

酸を芝．2xng程度摂取したことになる．

　これまでに発芽玄米などGABA含有食物では

血圧降下作曙が認められることが報告されている

4）　6渤ぷ．今圏，両群閲で単回摂取後の運動負荷

中に有意な畿圧の変化は見られなかった．しかし，

負荷後では収縮期醜圧は負荷終了5分後と6分後

で，拡張期臨圧は負荷終了8分後と9分後にB

食’越鳶入りPR摂取群がA食・コシヒカリPR

摂取群に比ぺて有意に低下した，越箪入りPR中

の（発芽）玄米特有機能牲成分が高血圧治療や予

防に有用であることが示峻された．

　これまでにも発芽玄米や玄米は食後鷹糖纏の上

昇を抑劇することがすでに報告されている3）　7）．

今回の検討結果により，越車入りPR摂取群はコ

シとカリPR摂取群よりも摂取3⑪分後のインス

リン値が有意に高いことが示されたが，これには

越車PRに含有されている上記の各種機能性成分

などの関与が考えられた．また，摂取30分後のイ

ンヌリン値が有意に増加したことにより，越車入

りPR摂取群の摂取6⑪分後・9◎分後血糖纏や

且UCがコシヒカリPR摂取群に比較して有意に

低い血糖糖を示したことも容易に理解される．

　今後，さらにクロスオーバー試験や長期間の摂

取条件下における検討などが必要であると考えら

れた，更に，この発芽玄米・越単⑱を食生活に積

極的に取り入れることにより当高血圧・糖尿病の

予防や予備軍のリスク軽減に向けて有益な効果が

もたらされることを期待したい．

ま　と　め

24名の健常者ボランテァに養コシヒカリ単独
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（A食）と発芽玄米・越車緻入り（B食）をそれぞ

れ3食労摂取していただき，爾者の単回投与の効

果を比較検討した．両群で有害事象は見られなか

った，発芽玄米はGABA・フェルラ酸などの含有

量が多く，摂取群では運動負荷後収縮期血庄と食

後血糖の低値が見られた．新形質米（巨大懸芽

米・発芽玄米）は，高血圧・糖尿病の予防や予備

軍のリスク軽減に有用であることが示峻された．

　謝　辞

　財団法人にいがた産業創造機構（N㎏ata　Indus垣瓠

Cr撒60n　O璽蘭iz説on），鯨藤食品工業株式会鮭（SATO

FOODS　CO．，　ErDJ，新潟県農業総合研究所作物研究セ

ンター　（Niiga題Agiricul斑ra至Research　Insti加te　Cr◎P

艶search　Ce詮r）の支援を受けて本研究を行った．

文 献

1＞新潟県食品・流通課米粉普及推進室R10プロジ

　　ェ撒ト。h鱒：〃www。pr戚ni娼蹴．lg釦／sy⑪kuhin〆

　1274｛｝11816220．h遮］

2）新潟県食晶・流通課米粉普及推進室R10プロジ

　　ェクト．搬P：／／WWS叩難嵐i獅ta。1剖p／＄yokuhin／

　130204㈱660鮒．㌔勧l

　bttp：／／www。pre£n慕暮a頴．重gjp／syokuh量n／13567

　6762258◎．htmI

3）Wol蹴r　MS　T蹴雌雅kins　JA　D：The　use　of　t』

　齪y℃e鰻cin鞭x泌ぱe磁£U魏g　the損o◎d窟luco＄e

　response　to　m泊ζe（l　meals．　Am　J　C貰ΩNutr　43：

　167－172，1986．

4）渡辺典子，石橋源次，菊永茂司1巨大経芽米の

　　自然発症高蜘慌ラットにおける瓶圧，脂質代謝

　　におよぼす影響．ノートルダム清心女子大学紀

　　要34（通巻第55号）：111－1173◎10．

5）喜瀬光男，水口　彩：発芽玄米の高血慌症に対

　　する改善効果F⑪OD　Style21815仁57，20鱗．

6）白井展也，鈴木啓太郎，大坪研一：NaClを添加

　　した発芽玄米の高血庄自然発症ラット（灘R／

　　1徽）の斑圧上昇抑舗効果と血糖調整に関する

　　ホルモンへの影響．目本食品科学工学会誌58：

　　324－329，2011．

7）伊藤幸彦，申　曼珍，喜瀬光雄，速水耕介，芳野

　　原，書原里恵，横山淳一パ空腹時高頂1糖者の食

　　後鰍糖，インスリン反応に及ぼす発芽玄米摂取

　　の影響．日本食品化学学会誌12：80－84，2005．

8）大坪研一，中村澄苦，宇那宮一一典，増綴泰伸，辻

　　啓介：硬質米と糖尿病発症予防，実用化に麟け

　　た取り組み．食品工業53（No．14）：ユー6，201◎．

9）A任竃訟sya　H，　Sfli遠栖題H，　K⑪se語T，　Ohi品捻K，

　　臨曲i甜me　K繍d　Kom磁M；Rice　I3r鋤Fm磁姐s

　　Improve別o岨P怜＄部re，　Li麟d　Pr⑪fileヌ鋤d

　　Glucos¢Metabo葺s㎜in　Stmke－Prone　Spo紅琉一

　　neOtlsly　Hyperten烏爵ve　Rats．王A語ri¢．Food　Chem．

　　54：1914－192◎，2⑪06ル

ヱ硝」灘菖EH，照m　SR，　Hwang　IK訓d　HaTY；

　　Hy埠爵ycemic　E提註s　o拍Phe魏§£Acid　Fra頑on

　　of斑ce　Bran　a繍醗r磁c　Acid　in　C578L／KsJ遣h／

　　dbMご．」．A離ic．F◎odC輪搬55泊80⑪一98恨，

　　2007．

11）趣b登ta　M，　Saito　Y，　Masumura　T，　Kuma諒丁，

　　W蹴nabe　R，　Fu醐ura　S　and　Kadowaki醗1

　　1搬阻騨黛締nt　in　t祉in　vivo鳶g鵠ibi蹴y　ofτice

　　pr脚in　by　a炊aU　e癬acdo砿s　d洗t◎st臓ct縦惑

　　changes　in　pr｛｝la翼亘n／protein　Ix冠董y－Ipar目de．

　　Bi◎＄c逮iotechno摘i◎chem　7喋：614－619，201奪．

（平成26年6月　1轡口受『寸）


